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宇治に住み続けたい

市
民
意
識
調
査
結
果
ま
と
ま
る

　
あ
な
た
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
宇
治
市
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
て
い
ま
す
か
？
　
将
来
ど
ん
な
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
か
？
－
市
で
は
、
七
月
に
「
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
。
こ
の
程
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
割
を
超
え
る
人
が
、

将
来
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
し
て
「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
み
ど
り
ゆ
た

か
な
都
市
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
貴
重
な
資

料
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

３
ゆ
Ｉ
ま
民
に
　
ら
一
日
心

第
り
市
い
市
り
　
゜
か
夕
1
3
鰯

る
ど
都
て
　
ヽ
く
す
人
二
月
・

す
み
た
め
て
づ
で
の
モ
7
6
8

と
ｒ
　
つ
進
し
ち
の
上
政
年
一

年
　
ヽ
か
を
と
ま
も
以
市
今
率

標
き
よ
り
環
　
ヽ
た
歳
　
ヽ
一
収

目
づ
で
く
Ｉ
し
っ
2
0
と
法
回

を
基
ん
づ
の
握
行
の
人
方
ド

年
に
住
ち
そ
把
に
住
4
8
・
で

1
2
画
い
ま
　
ヽ
を
め
在
3
0
間
送

成
計
た
た
は
向
た
内
た
期
郵

平
合
み
け
査
意
く
市
し
査
に

　
ヽ
総
住
向
調
の
い
一
出
調
間

は
市
　
ヽ
に
の
ん
て
象
抽
卜
の

で
治
な
現
こ
さ
し
対
為
人
日

市
宇
か
実
　
・
皆
か
ド
作
6
3
0

　
次
た
の
す
の
生
　
無
１
８
一

将
来
の
宇
治
市
は

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

み
ど
り
ゆ
た
か
な
都
市

　
宇
治
の
イ
メ
ー
ジ
や
目
指
す

べ
き
方
向
な
ど
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
（
い
ず
れ
も
複
数
回
答
）
。

　
■
宇
治
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

　
「
京
都
や
大
阪
の
近
郊
に
あ
る

住
宅
都
市
」
が
二
九
こ
％
。

続
い
て
「
歴
史
や
文
化
に
恵
ま

れ
た
伝
統
あ
る
都
市
」
の
二
六
・

六
％
、
「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
み
ど
り
ゆ
た
か
な
都
市
」
の

一
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
■
宇
治
市
の
魅
力
は
、
「
宇

52

.2

％

治
茶
や
平
等
院
の
よ
う
に
全
国

に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
」
が
四

八
・
三
％
。
続
い
て
「
宇
治
川

な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
」
の
四
三
・
九
％
、
「
太
陽

が
丘
や
天
ケ
瀬
森
林
公
園
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
施
設
が
整
っ
て
い
る
」
の

三
一
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す

　
■
将
来
目
指
す
べ
き
宇
治
市

’
－
都
市
像
は
、
「
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
み
ど
り
ゅ
た
か
な
都
市
」

が
五
二
・
ニ
％
。
続
い
て
「
高
齢

者
・
障
害
者
・

子
ど
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
都
市
」
’

め
四
八
・
九
％
、
「
静
か
な
住
環

境
の
整
っ
た
住
宅
都
市
」
の
四

一
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
■
市
が
ど
の
よ
う
な
分
野
に

力
を
入
れ
る
べ
き
か
は
、
「
公

共
下
水
道
の
整
備
促
進
」
が
Ｅ

四
こ
％
。
続
い
て
「
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
保

一一

現在の場所に住み続けたいですか？

9

.

1

％

ｅ
ｌ
一
い
一
一
●
●
・
ｅ
●
一

％旧３答回無

健
施
設
の
充
実
」
の
三
三
・
〇

％
、
「
歴
史
や
自
然
を
生
か
し

た
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
二
八
・
五
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
…

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の

老
人
の
在
宅
福
祉
の
充
実

　
産
業
や
文
化
、
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
な
ど
の
各
分
野
で
望

52

.6

％

ま
れ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
シ
な
結
果
と
な
り
ま
し
た

一
一

‰
詰≒ら

い
％
た
Ｉ
り
９

　
　
　
　
移

　
　
　
　
に

　
　
　
　
外

　
　
　
　
市

一
一
一
一
一
一
一
Ｉ
ゆ
Ｓ
一
一
い

一
一
φ
い
一
い

（
い
ず
れ
も
複
数
回
答
）
。

に所場のかほの内市
●
・
ｊ

　
■
宇
治
市
の
産
業
・
経
済
発

展
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、

　
「
宇
治
茶
や
陶
芸
の
よ
う
な
地

場
産
業
の
振
興
」
が
五
丁
五

％
。
続
い
て
「
既
存
商
店
街
の

振
興
に
よ
る
商
業
の
振
興
」
の

三
八
・
六
％
、
「
大
規
模
商
業

施
設
整
備
に
よ
る
商
業
圏
の
拡

大
」
の
三
四
・
三
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
■
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
施
策
と
し
て
必
要
な
も
の
は

　
「
美
術
館
・
博
物
館
の
建
設
」

治宇
す
　
゛
ま

’
め
い

た
て
の
れ
り
ま
く
望
づ
が
ち
備
ま
整
る
の
あ
辺
い
周
潤
川

「
市
民
意
識
調
査
報
告
書
」
を

刊
行
希
望
の
人
は
企
画
課
へ

　
こ
の
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
「
市
民
意
識
調
査
報
告
書
」

は
、
市
役
所
一
階
の
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
と
、
中
央
・
東
宇
治

の
各
図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
■
「
現
在
心
場
所
に
住

み
続
け
た
い
か
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
回
答
は
、

上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

　
　
「
住
み
続
け
た
い
」
、

　
「
市
内
の
ほ
か
の
場
所
に

移
り
た
い
」
と
回
答
し
た

人
を
合
わ
せ
る
と
、
六
割

強
の
人
が
市
内
で
の
定
住

意
向
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
「
市
外
に
移
り

た
い
」
と
回
答
し
た
人
は
、

　
「
住
宅
が
狭
い
」
「
住
環

境
が
悪
い
」
「
通
勤
・
通

学
に
不
便
」
な
ど
を
そ
の

理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

近
な
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
」

の
四
二
・
一
％
、
「
図
書
分
館

の
建
設
」
の
二
七
・
〇
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
■
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
は
、
「
寝

た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し
老

人
へ
の
在
宅
福
祉
の
充
実
」
が

五
二
・
六
％
。
続
い
て
「
老
人

医
療
の
充
実
」
の
三
八
・
四
牡

　
「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の

整
備
」
の
三
四
・
九
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
■
潤
い
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
。

　
「
宇
治
川
を
中
心
と
し
て
親
し

み
の
あ
る
水
辺
空
間
の
形
成
」

が
四
万
七
％
。
続
い
て
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
″
道
路
や
緑
道
・
歩

行
者
道
の
整
備
」
の
四
一
二

％
、
「
市
街
地
で
の
緑
化
の
推

進
」
の
二
五
・
八
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
報
告
書
の
概
要
版
を

三
百
円
で
お
分
け
し
ま
す
。
調

査
内
容
は
紙
面
で
紹
介
し
た
も

の
の
ほ
か
、
「
自
由
時
間
の
過

ご
し
方
」
「
地
域
活
動
へ
の
参

加
状
況
」
な
ど
。
希
望
の
人
は

企
画
課
（
内
線
2
0
8
2
）
へ
。

7 9n
乙

経
営
健
全
化
を
提
言

宇
治
市
水
道
事
業
懇
談
会　

談
Ｉ

　
懇
日

　
同
９

　
す
月

｀
渡
‥
‐

ｍ
手
く

川
を
ン

…

沓
端

ｍ
言
佐

1
1
1
1
提
長

″
に
会

″
者
淳

″
理
田

四
管
中

Ｊ
井
の

｛
向
会

　
市
水
道
部
か
ら
の
諮
問
を
受

け
て
い
た
水
道
事
業
懇
談
会

　
（
知
識
経
験
者
と
市
民
代
表
で

構
戌
・
十
一
人
）
は
、
十
一
月

九
日
、
向
井
祥
夫
水
道
事
業
管

理
者
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
宇
治
市
水
道
事
業
経

営
の
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
の

提
言
」
は
、
。
市
の
水
道
事
業
会

計
の
単
年
度
赤
字
額
が
今
年
度

末
に
は
約
三
億
九
千
万
円
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

水
道
事
業
経
営
の
在
り
方
や
将

来
計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討

の
諮
問
を
受
け
、
出
さ
れ
た
も

の
。
・
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

Ｏ
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

　
を
目
指
し
て

　
質
の
高
い
お
い
し
い
水
を
将

来
に
わ
た
り
供
給
す
る
た
め
に

水
源
・
水
質
の
監
視
・
検
査
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
老
朽
管

の
更
新
を
行
う
こ
と
。

Ｏ
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
厚
生
省
の
提
唱
す
る
「
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
水
道
整
備
の

長
期
目
標
」
に
則
し
た
ゆ
と
り

あ
る
水
道
の
実
現
や
、
未
給
水

地
域
の
炭
山
、
二
尾
、
池
尾
へ

の
給
水
の
完
成
を
望
む
。

Ｏ
経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

　
消
費
税
の
負
担
や
、
給
水
量

の
約
六
五
％
m
i
め
る
京
都
府

営
水
道
の
受
水
料
金
の
引
既
上

げ
、
景
気
の
沈
滞
に
よ
る
料
金

収
入
の
鈍
化
、
さ
ら
に
は
加
入

金
・
受
け
取
り
利
息
の
落
ち
込

み
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
に
は

単
年
度
純
損
失
が
発
生
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
八
年
度
末
に
は
、

約
十
三
億
四
千
万
円
の
累
積
欠

損
金
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
る
・

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当

面
の
対
策
と
し
て
、
六
年
度
か

ら
一
九
％
程
度
の
料
金
改
定
が

必
要
と
な
る
。

　
し
い
し
、
こ
比
ま
ち
く
ま
’
に

八
年
度
ま
で
の
収
支
を
保
つ
た

め
の
対
応
で
あ
り
、
九
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
今
後
継
続
し

て
審
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
市
民
要
望
の
的
確
な
把
握
・

対
処
に
必
要
な
窓
口
の
整
備
、

水
道
事
業
の
現
状
を
市
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
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住み続けたい 市外に

移りたい5
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市
水
道
部
で
は
、
こ
の
提
言

の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
、
水

迫
事
業
の
発
展
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

ご
協
力
を
お
願
い
Ｌ
ｙ
ま
す
。



　
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
十
二
月
十
日
、
国
連
総
会
で

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
十

二
月
十
日
が
『
世
界
人
権
デ
ー
』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国

で
も
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

し
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
の
様
々
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
は
『
世
界
人
権
宣
言
』
か
ら
四
十
五
周
年
。
国
連
の
定
め

る
『
国
際
先
住
民
年
』
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

今
一
度
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

に
就
き
た
い
」
「
愛
す
る
人
と

結
婚
し
た
い
」
。
と
い
っ
た
願
い

を
追
求
す
る
こ
と
を
永
久
の
権

利
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
民
主
主
義
社
会
と

い
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
も
私

た
ち
の
社
会
に
は
、
今
な
お
同

品作のんさ子理真本森

女
性
に
対
す
る
差
別
、
心
身
に

障
害
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
差

別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対

す
る
差
別
な
ど
、
い
わ
れ
な
い

偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
　
中
で
も
同
和
地
区
の
人
々
に

対
す
る
差
別
は
、
本
人
の
人
間

性
や
能
力
に
関
係
な
く
「
同
和

地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
こ

と
だ
け
で
、
結
婚
や
交
際
を
め

ぐ
っ
て
差
別
的
な
言
葉
や
扱
い

か
受
け
た
り
、
希
望
す
る
職
業

に
就
け
な
か
っ
た
り
な
ど
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題

な
の
で
す
。

私
た
ち
の
課
題

　
　
「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決

は
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的

課
題
で
あ
る
」
と
し
た
、
国
の

同
和
対
策
審
議
会
答
申
が
出
さ

れ
、
二
十
八
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
こ
の
聞
、
一
九
六
九
年
（
昭

和
四
十
四
年
）
に
同
和
問
題
を

早
期
に
解
決
す
る
た
め
の
「
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が

時
限
法
と
し
て
施
行
さ
れ
て
以

来
、
現
在
の
「
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
定
措
置
に
関
す
る
法
律
」

ま
で
、
答
申
の
精
神
と
特
別
措

置
法
の
も
と
、
本
市
で
も
京
都

府
や
国
と
連
携
を
図
り
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
ぐ
　
　
一
　
．

　
そ
の
結
果
、
住
宅
や
道
路
の

りノ
品
雪ユ　

ー
Ｓ
／

心
峰

ポ
村
奢
松

啓護
年
擁
１
権
校
人
学
Γ
中

度
治
年
宇

５成
作
平
佳

整
備
の
ほ
か
、
隣
保
館
や
青
少

年
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
地
区
内
施

設
を
建
設
し
、
生
活
環
境
を
中

心
に
一
定
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
末
か
ら
本
市

を
含
む
山
城
地
方
の
各
地
で
連

続
し
て
起
こ
っ
た
差
別
落
書
き

事
件
を
含
め
、
多
く
の
差
別
事

件
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
同
和
問
題

や
同
和
対
策
事
業
の
必
要
性
が

十
分
理
解
さ
れ
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
同
和

問
題
の
解
決
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
、
地
区
の
人
々
の

教
育
・
就
労
問
題
や
、
市
民
の

啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
の
効
果
を
高

め
、
真
の
同
和
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
に
は
、
市
民
の
同
和

問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

行
動
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　人権週間記念講演会

○3日圏午後１時半～

○文化センター小ホール

○入場自由・無料

■講演「差別のかたち」

　京都文教短期大学副学長

　　　後藤　晨次さん

■講談「女の土俵･男の土俵」

　～残ったのこった夢話～

　講談師　宝井　琴桜さん

○当日、手話通訳・要約筆記

あります。問い合わせは同和

対策室（内線2221)へ。

　　　　人権府民のつどい'93

@6日(月)、京都産業会館

■正午～午後４時半､-８ ・９階フロア

　あなたの相談室、ふれあい広場など

・午後２時～４時半、8階シルクホール

Ｉ人権擁護啓発ポスターコンクール表彰式

IIトーク＆ハーモニー

　シナリオ作家・丘乃れいさんの講演、タ

イムファイブ・愛を歌う

　C〉申し込みは、京都府・府民相談室(京

都市上京区下立売新町西入ル、登075-414-

4233)へ電話かはがきで｡先着順｡手話通訳、

点字プログラム、保育室もあります。

あ
な
た
も
わ
た
し
も
守
ろ
う
人
権

　
城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
、
京
都
地
方
法
務
局
宇
治

支
局
と
市
で
は
、
人
権
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人

権
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
▽
と
き
・
・
・
１
９
一
月
９
日
俐
、

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
▽
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
・
木
幡
・
広
野

の
各
公
民
館
▽
相
談
内
容
…

○
差
別
や
い
や
が
ら
せ
を
受

け
た
　
○
名
誉
や
信
用
を
傷

つ
け
ひ
れ
た
　
○
義
務
の
な

い
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
　
○

児
童
や
生
徒
が
、
い
じ
め
や

仲
間
は
ず
れ
に
あ
っ
た
　
○
。

カメラで
おじやま

女
性
や
子
ど
も
、
お
年
寄
り

が
虐
待
さ
れ
た
　
○
騒
音
、

悪
臭
、
ば
い
煙
な
ど
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
　
○
離
婚
、
扶

養
、
相
続
な
ど
で
家
庭
内
で

も
め
て
い
る
な
ど
。

蜀爾称敬く員委護擁権人

　
ま
た
、
左
表
の
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
も
、
随
時
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
広
報
課
市

民
相
談
係
（
豊
内
線
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山
　
　
　
塚
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島
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井
　
北
　
柴
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前

2
8
0

永
久
の
権
利

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
第
一

条
で
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
竃

ま
れ
な
か
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
我
が
国
の
憲
法
も
資

本
的
人
権
の
尊
重
』
を
基
調
と

し
、
人
が
人
間
と
し
て
生
き
る

う
え
で
だ
れ
も
が
持
つ
、
「
健
康

で
生
き
た
い
」
「
好
き
な
勉
強

が
し
た
い
」
「
希
望
す
る
仕
事

煕吊
年

曹
３

瓢
校

同
・
学

『
中

－ｎ

１
１
１
治

－ｕ
宇聊

・
北

ｓ
Ｅ莱

賞
剛
力

？
努

み
ん
な
の
手
で

　
人
権
は
、
よ
く
空
気
や
水
に

例
え
ら
れ
ま
す
。

　
空
気
や
水
が
、
人
の
生
命
を

維
持
し
て
い
く
の
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
の
よ
う
に
、
人

権
は
、
人
が
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
日
々
の
生
活
を
送

る
中
で
や
や
も
す
る
と
、
そ
の

大
切
な
も
の
を
見
過
ご
す
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
、
気
が
付
か
な

い
間
に
人
権
を
侵
し
た
り
侵
さ

れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
人
権
は
、
現
在
だ
け
で
な
く

将
来
に
わ
た
っ
て
、
人
間
と
し

て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
本
的
原
理
で
あ
り
、
絶

え
ず
暮
ら
し
の
中
で
繰
息

問
い
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
す
。

　
今
一
度
、
人
権
を
尊
重
し
合

う
こ
と
の
重
要
性
を
見
つ
め
直

し
、
差
別
の
な
い
社
会
を
築
く

た
め
一
緒
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。
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公民館・青少年センター

■木幡公民館(S32－8290)

　　〈木幡池の野鳥観察教室〉[〉10

日出・iA日叫午前10時～正午E〉内

容…スライドを使ったバードウォ

ッチングの基本学習と現地での観

察｡双眼鏡持参で圃同館｡先着30

人。

■大久保青少年センター(豊44－

　7447)

　　〈版画教室･カレンダーづくり〉

[〉19日(日汗前1(時～午後3時{〉対

象…小・中学生(保護者も可)[〉材

料費…木版420円、スチレン版160

円E〉持ち物…彫刻刀､新間紙､筆記

具､昼食圃同センター｡先着25人。

　〈クリスマスお楽しみ会〉E〉24日

必午後2時～４時【〉対象‥幼児－

小学生c〉内容…音楽会、人形虜ljo

　〈おはなし会〉８日伽・22日限午

後3時半-4時[〉対象…幼児～小

学校f氏学年[〉内容…絵本の読み聞

かせ、紙芝居など。

講座・教室

■青空キャンドル教室

　クリスマスやパーティーのキャ

ンドルづくり。[〉12日(日陛前９時

～午後3時(雨天中止)、炭山キャ

ンプセンター(現地集合・解散)[〉

対象…小学生以ho先着50人[〉中

学生以下500円､高校生以上1000円

　(材料費・昼食代)m福山さん

　(豊24－1806)[薦市民体育課(内

I叙521)。

・第５回不登校問題保護者学習会

　[〉９日田午後２時～"3時半、産

業会館E〉テーマ…不登校問題と親

の役割[〉講師…城尾市家庭児童ｵ目

談室相談員・西村;青次さん。講演

の後、懇談会もあります[照青少

年課(き22－5162)。

■ろうあ者教室｢防火・防災を考

　える」

　[〉５日(日陛前10時-正午、総合

福祉会館Ｄ内容…防火の基礎知識

と地震などの話c〉対象…聴覚言語

障害者｡先着20人園住所､氏名、

ファクス番号を書いて社会教育課

(ファクス22－3040)。

・体育・スポーツ指導者養成講習会

　じ〉日程・テーマ・講師…６年１

月19日出＝現代社会とスポーツ、

京都教育大学助教授・杉本厚夫さ

ん。21日出＝合宿形態におけるス

ポーツ指導、同大学講師・遠藤浩

さん。24日(月)＝スポーツ技術の基

本､同大学教授･野原弘嗣さん。

26

日出＝スポーツ事故と救急処置、

山際整形外科院長･山際哲夫さん。

28日出＝スポーツと運動処方、同

大学教授・寺田光世さん。午後７

時~9時半、中央公民館E〉対象…

市内在住･在勤で､各種団体で体育

・スポーツを指導している人か指

導者を目指す人。先着50人c〉2500

円圃2i日(火)までに市民体育課

　(内線2621)。修了者は選考のう

え、市スポーツ指導員に認定。

■城南地域職業訓練センターでの

　技術講習会

　　〈ワープロ科〉【〉６年１月17日

～n月３日の毎週月・火・木・金

曜、午後i時~5時c〉対象…就業

を希望する女1生20人匝同セン

ター046-0688)へ印鑑を持参で。

後日選考のうえ受講者を決定し、

通知します[圃京都府女性就業サ

ービスセンター(S075-441-0033)。

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

　E〉25

a(土)午後i時～と３時半～

の２回、黄栞体育館E〉対象…15歳

以上(中学生は不可)、各先着30

人1〉1000円[1]12日(日汗前９時か

ら、3r×2.5まの写真を持参し

直接同館(S33－4001)へ。

・フォークダンス講習会

　(〉６日田)午後i時～o時、宇治

公民館。上靴を持参で【〉500円

圃大島さん(S32－8363)。

■歩民デー・市民歩こう会

　E〉12日(日陛前８時半、京阪宇治

駅集合。雨天時は19日(日)l〉コース

…稲荷大社・丸山公園方面、約11

キロ【〉昼食・雨具は持参。交通費

は自己負担[圃木村さん(豊21－

3633)。

催　し

・母子・父子家庭新入学児童を祝

　い励ます会

　[〉６年２月20日(日汗後１時半～、

総合福祉会館c〉対象…６年４月に

小学校に入学する、市内在住の母

子・父子家庭の児童　圃15日㈹ま

でにm或の母子会役員か民生児童

委員へ圃福祉総務課(内線2307)。

■第21回市民絵画展

　[〉２日困－5日(日許前10時～午

後５時(5日は４時まで)、中央公

民館圃一井さん(S23－9351)。

■新春のお茶会｢初釜」

　c〉6年１月８日(土)~15日(祝)、午

前10時～午後４時。市営茶室対鳳

庵E〉内容‥○抹茶道(11日以外)―

濃茶･薄茶･点心c箭茶道(11日だ

け)＝煎茶･玉露･点心[〉2000円

困観光協会(容23－3334)。　各日

先着50人(計400人)。

■｢障害者の日｣啓発の催し

　12月９日の｢障害者の日｣にち

なんだいろいろな催し。気軽にご

参加〈ださい。〈作品展示会〉Ｄ

９日出～22日出(土・日曜は除く)

市役所１階市民ギャラリー[〉内

容…絵画、書道など障害者の作品

の展示。　〈ふれあい広場〉12日

(日)午前10時~午後3時、総合福祉

会館[〉内容…障害者やボランティ

アによるステージ発表、バザー、

模擬店ほか。　〈街頭啓発〉５日

(日)午前10時~正午､京阪宇治駅､近

鉄大久保-小倉駅ほか[Ｍ福祉総

務課(内,f幻305)。

図書館

■児童書テーマ展示「クリスマス

　の本」

　[>12月１日出～26日(日)、中央図

書館[邑｢可館(S20－1511)。

12/11第2土曜子供の催し

・中央公民館(豊20－1411)

　①紙クラフト教室＝お正月かざ

りE〉午前10時～正午。はさみとの

りを持参で②子供映画会[〉午前

lO時～ll時と11時～正午の２回。

・木幡公民館(S32-8290)

　親子連珠教室E〉9時半～正午[〉

講師…日本連珠社8段・早川光勝

さん圃同館。先着親子20組。

■宇治公民館(n21－2804)

－①卓球　②フライングディスク

③バドミン1ヽン　④けん玉　⑤折

り紙　E〉午前9時半～正午。

・小倉公民館(S22－4687)

　折り紙教室＝鳥や花を作ろうC〉

午前10時～正午。

■広野公民館(S41－7450)

　①英語で遊ぼう　②ハーモニカ

音楽で楽しみませんか[〉午前10

時一正午C〉①は６年３月までの第

２土Bi。小学生(前回の参加者は

除＜)が対象、先着30人[〉②は幼

稚園児・小学生が対象。定員に余

裕があります[函同館。

■大久保青少年センター(S44－

　7447)

　①体操教室＝リズムダンス丿ヽ

ランポリン　②手づくり教室＝ま

っぼっくりのクリスマスリースを

つくろう　③自由遊び＝一輪車・

バドミントン　C〉①は午前９時～

lO時、あとは午前９時～正午。
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